
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

当事者が自身の現状を知り、理解することで、仕事だけでなく育児にも積極的に参加でき
る、男女共同参画を視野に入れたキャリアデザインを描く

事業
目的

内容

方法
手段

(1)男性育休の意義
①制度
②現状
(時代の流れを周知など)

(2)男女共同参画の視点の
理解
①映画鑑賞
・「わたしのヒーロー」
(39分)

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

(1)対象者それぞれ別室に分かれて意
見交換
①映画をみての感想
②各々現状の確認
(付箋を使用しての匿名性のワーク、
グルーピングも行う)

対面での講義

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】「育児を通して世代間ギャップを無くそう」交流講座

振り返り

若年男性の育児参画を阻む壁に、男性育休を阻む性別的役割分業と職場の上司の理解不足がある
問題
現状

盛岡市、ファミリーサポートセンター、商工会議所、岩手中小団体中央会、
JC(盛岡青年会議所)

評価
指標

アンケート指標(自身の中に受講前と受講後の変化があったか)80％

・直後アンケート
・3か月後、半年後アン
ケートを未就学児のいる
男性と会社の役員男性に
実施(自身や周りの変化)
・実践していくうえで新
たに出てきた困難や困り
ごとは何か
(次年度の事業への課題)

同室で行うワーク
・自身が子供に向き合う姿を見せて
いくための考察及び実行
(視覚的に見せることで、自身の子ど
もが男性の育児参画を一般的な事だ
と思ってもらう)
・会社の役員男性世代に理解しても
らうための考察及び実行
(理解してもらうことで、祖父孫間の
交流や、育休を取得できる社員がい
る場合理解を得られやすい)
・育児期間中の男性の困難さ、取得
の困難さを周知する方法の考察
(自身や会社と向き合うことで、助け
を求めやすくなる。それを次世代に
繋げていくことが出来る)

(1)対象者別室にて前回の感想などの
共有(前回ワークを行った付箋を掲
示)
(2)ワーク・講義
①未就学児のいる男性(ワーク/講義)
・役員男性からの気持ちを聞いての
意見交換
・自身たちは今後どうしていきたい
のか
・自身の父母世代の育児参画への理
解も得たい
・どのようにアプローチすれば現在
の育児参画が理解されるのか
・育児参画の理解を増やすために先
輩男性社員の話
②会社の役員男性(講義/ワーク)
・良い人材を確保するためには
・なぜ、育休の取得率が上がらない、
取得日数が増えないのか
・所属する会社の制度を調べワーク
で情報共有

対面形式グループワーク・講義対面形式グループワーク 対面形式グループワーク 紙面・WEBフォーム

対象
定員

未就学児のいる男性・会社の役員男性 各10名(合計20名)

全2回 (講義＋グループワーク1回) 初日・二日目120分ずつ
期間
回数

予算 60,000円

事業
目標

3世代育児交流(子・父・祖父)を通して、職場風土の改善やコミュニケーションの活性化を
図り、男性の育休取得の向上を促す

実施
体制

主催：もりおか女性センター

【位置づけ】第3次盛岡市男女共同参画推進計画
基本目3-2 あらゆる場面における多様な人材の活躍～働く場における活躍
(施策2)男性の家庭や地域における活躍推進

課題 若年男性と高齢男性の育児参画への認識の違い

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

1回目 2回目


